
家家庭庭ごごみみ有有料料化化 実実施施ささせせずず
国
の
悪
政
も
、市
の
負
担
増
も
許
し
ま
せ
ん

市
の
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
（
〇
四
年
作
成
）
で

は
、
今
年
の
十
月
か
ら
、
家
庭
ご
み
を
有
料
化
す
る
計
画

で
し
た
。

宮
川
議
員
は
、
予
算
・
決
算
の
委
員
会
で
毎
回
の
よ
う

に
、
ご
み
有
料
化
反
対
の
論
陣
を
張
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
論
戦
が
市
の
計
画
を
打
ち
破
り
、
つ
い
に
、

今
年
十
月
か
ら
の
有
料
化
計
画
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。宮

川
議
員
は
「
み
な
さ
ん
と
と
も
に
運
動
し
た
力
で
、

市
政
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
の
選
挙
後
も
、
有

料
化
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
頑
張
り
た
い
」
と
決

意
を
固
め
て
い
ま
す
。

灯
油
高
騰
対
策

求
め
る

宮
川
議
員
は
、「
素
掘
り
の
排
水
溝

の
改
善
を
」
と
二
カ
所
の
地
域
か
ら
要

望
を
受
け
、
土
木
事
業
所
と
交
渉
。
い

ず
れ
も
改
善
さ
せ
ま
し
た
。

�

中
沼
団
地
の
排
水
溝
は
、
流
れ
が

悪
く
、
雨
が
降
る
と
水
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
蓋
付
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
Ｕ
字
溝
を
入
れ
さ
せ
て
、
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

�

東
苗
穂
の
通
学
路
に
あ
る
排
水
溝

は
、
深
さ
七
〇
セ
ン
チ
以
上
も
あ
り

危
険
で
す
。
地
中
に
パ
イ
プ
を
入
れ

る
暗
き
ょ
で
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

宮
川
議
員
は
、
今
年
春
の
予
算
委
員

会
、
秋
の
決
算
委
員
会
と
続
け
て
、
灯

油
価
格
の
高
騰
問
題
を
取
り
上
げ
、「
一

冬
に
五
万
以
上
の
値
上
げ
だ
。
石
油
元

売
会
社
へ
の
働
き
か
け
を
」
と
求
め
、

市
は
「
動
向
を
見
て
元
売
へ
の
要
請
も

す
る
」
と
こ
た
え
て
い
ま
す
。

幹
事
長

宮

川

じ
ゅ
ん

日
本
共
産
党

市
議
団

いつも市民とともに
市民のために

宮川議員は、議会報告懇談会

で、参加者の質問に答えて、この

１２年間を振り返って、「１期目は、

丘珠空港のジェット化反対に、丘

珠・伏古・札苗のみなさんと取り

組みました。２期目は、桂市政の

１２年で市の借金が２倍に増えた問

題を追及しました。３期目は、ご

み有料化を阻止することに全力を

あげてきました」と、いつも市民

の立場で頑張ってきたことを報告

しました。

政
務
調
査
費
公
開
・
減
額
を

も
と
め
て
い
ま
す

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
、
宮
川
議

員
は
「
各
会
派
で
使
用
し
た
政
務
調
査

費
の
領
収
書
は
、
五
万
以
上
の
も
の
だ

け
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
税

金
で
あ
る
以
上
一
円
か
ら
す
べ
て
公
開

し
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
議
会
に
す
べ
き
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
各
会
派
で
検
討
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

東
区
内
の
排
水
溝
二
カ
所
改
善

―今後とも無料収集守らせます―

市
政
を
動
か
す
確
か
な
力

）予 定 は
１０月から

議会改革

（


